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チュニジアにおける国政選挙・大統領選挙 
General and Presidential Elections in Tunisia 
 
概要 
2011年の革命後、暫定政権が続いていたチュニジアにおいては、2014年10月の国政選挙（人民
代表議会選挙）と 11~12 月の大統領選挙を経て、ついに正式な議会と大統領府が発足した。双方の
選挙において勝利した｢チュニジアの呼びかけ運動｣党を中心に、組閣が行われる見通しである。 
 
イスラーム政党の敗北 
国政選挙において最も注目されたのは、前回の国政選挙（2011 年 10 月、憲法制定議会選挙）で
第一党となり、中道左派の 2党と 3党連立政権を樹立したものの、その後の政局危機で政権を去るこ
とを余儀なくされたイスラーム政党「ナフダ運動（Ḥarakat al-nahḍa、以下ナフダ）」の得票であった。
ナフダ、「共和国のための会議（Congrès pour la République: CPR）」、「労働と自由のための民主
フォーラム（al-Takattul al-dīmuqrāṭī min ajl al-‘amal wa al-ḥurrīyāt、以下タカットル）」の 3党連
立政権は、経済政策の失敗と治安政策の甘さを指摘されて支持率を低下させ、イスラーム主義者によ
る左派政治家の暗殺事件を発端に、政府の責任を問う市民らの抗議運動の高まりのなかで、2013 年
12月に退陣を強いられた。ナフダ政権の後を襲ったのが、ほとんどの閣僚を政党に属さない「テクノク
ラート」で固めたマフディー・ジュムア（Maḥdī Jum‘a）内閣で、今回の選挙までの暫定政権とされた。 
今回の国政選挙（人民代表議会選挙）では、閣僚経験者や専門家などの「テクノクラート」に追い風
が吹いた。前回の選挙で国民が政治家に求めたのが「クリーンさ」であったとすれば、イデオロギー対
立によって政治プロセスが度重なる麻痺に陥ったことの反省に立って、今回の選挙でより注目された
のは、政策を適切に立案し、執行できる「実務能力」であったともいえる。 
今回の国政選挙で、全体の 39.17％にあたる 85議席を獲得して第一党となったのが、2011年 11
～12 月の臨時内閣の首相を務めたベージー・カーイド＝セブスィー（al-Bājī Qā’id al-Sabsī）が
2012 年 6 月に設立した政党で、革命以前の閣僚経験者らを集めた「チュニジアの呼びかけ運動
（Ḥarakat nidā’ Tūnis：NT）」である。これに対し、前政権を担った 3つの政党は、前政権の業績に
対する国民の否定的な評価から、いずれも順位を後退させた。しかしながら、ナフダに関しては、全
体の 31.8％にあたる 69 議席を獲得して第二位と、不利な状況の中で予想外の善戦をしたとも見るこ
とができる。CPRは4議席で第六位、タカットルの議席はわずか1だった（La Presse de Tunisieウェ
ブサイト、2014年 10月 30日付）。 
NT の獲得議席が議会の過半数に達しなかったため、組閣にあたっては、場合によってはナフダと
の連立もありうるとの憶測も流れた。しかしながら、NT とナフダは、様々な意味で相容れない政党で
あった。87 歳のカーイド=セブスィーは、閣僚としての有能さには定評があるが、革命以前の政治家
の旧世代の代表のような人物である。ベン・アリー体制時代、暴力的な弾圧の対象であり続けて来た
ナフダにとっては、旧体制の為政者と協力することは、旧体制において逮捕、拷問された経験を持つ
ナフダの活動家たちからの批判を招きかねない。それだけでなく、現実主義的で世俗的な方向をとる
NT と連立することで、そのイスラーム主義的な理念に基づく行動を自粛しなければならなくなるリスク
Maghreb countries 
マグリブ諸国 
 34 中東レビュー Vol.2 
  ©IDE-JETRO 2015 
もあった。何よりも、有権者にとって、NT への投票はすなわち、アンチ・ナフダ票であった。それゆえ、
両党の連立は、双方の支持層を離反させる可能性を持っていた。 
この難しい選択にどう対処するか、ナフダの内部では、実際に意見が分かれたようである。このこと
は、前政権で首相まで務めたナフダの重鎮・ハンマーディー・ジバーリー（Ḥammādī al-Jibālī）が、
NTとの歩み寄り拒否を強く主張して党を離籍する事態を引き起こした（Jeune Afriqueウェブサイト、
2014 年 12 月 11 日付）。NT の総書記は国政選挙で第三位につけた自由愛国同盟（Union 
patriotique libre）などリベラル派政党との同盟を示唆しており、ナフダの野党行きを確実視する見方
が強まっている（Jeune Afriqueウェブサイト、2014年 12月 13日付）。 
 
ブルギバの後継者か 
11月に行われた大統領選（第一回投票）においては、現職のモンスィフ・マルズーキー（al-Munṣif 
al-Marzūqī、CPR の創設者）とカーイド=セブスィーがそれぞれ 33.43％と 39.46％の票を集め、決
戦は 12月の第二回投票に持ち込まれた（Al Jazeeraウェブサイト、2014年11月25日付）。第二回
投票の結果 55.68％の票を獲得したカーイド=セブスィーが、晴れて新大統領に就任することとなった。
マルズーキーの得票は 44.32%にとどまった（Al Jazeeraウェブサイト、2014年 12月 23日付）。旧
体制と果敢に闘った人権活動家としての名声があったマルズーキーだが、暫定大統領任期中は単独
行動を繰り返し、かつての人気を失っていた。ナフダは公認候補を立てなかったが、ナフダの支持層
が前政権における同盟者であったマルズーキーに投票した可能性は高い。国政選挙と同じく、大統
領選の結果も、ナフダ主導の前政権に対する「ノー」を国民が突き付けたかたちとなった。 
人民代表議会の議長には、NT のムハンマド・ナースィル（Muḥammad al-Nāṣir）が選出された。
一連の選挙の結果、新政権は、大統領府、議会とも NT が主導する「ねじれ」のないものとなったが、
議会において議席数二位のナフダを無視することはできない。NT の「テクノクラート」政権は、どのよ
うな政治運営で有権者の期待に応えるのか。まずは、最大の課題である経済の立て直しを迅速に行
う必要があろう。また、外交官出身のカーイド=セブスィーが、周辺諸国、とりわけアラブ諸国とどのよう
な外交関係を結んでゆくのかも注目される。 
価値中立的なテクノクラートたることを前面に押し出したNTであるが、ベン・アリー体制との断絶を
強調するために、初代大統領で「チュニジアの父」とされるハビーブ・ブルギバのイメージを活用する
可能性がある。カーイド=セブスィーはもともと、ブルギバ体制（1956~1987 年）において閣僚（内相、
外相を経験）として頭角を現した人物である。カーイド=セブスィーは以前より、ベン・アリー時代に撤
去された首都のブルギバ像を元の場所に戻したいと発言していた。かたやナフダ代表のガンヌー
シー（Rāshid al-Ghannūshī）にとって、独立後のチュニジアにおいて宗教勢力を排除し、世俗的政
策を推し進めたブルギバは、チュニジア近代化の誤謬の責任者である 1。国家のシンボルをめぐるこう
した潜在的対立は、今後のチュニジア政治におけるコンセンサス形成の難しさを示唆している。 
 
（2015年 1月 5日脱稿） 
渡邊祥子 
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